


「徳川家康と増上寺」 

 私は日本近世仏教史、特に徳川家康の仏教政策を基点に天台宗・

真言宗・修験宗・浄土宗を研究領域としています。 

 私の研究方法は既存の高僧伝や寺誌・由緒書に頼ることなく、私

が積極的に開拓した同時代の信頼できる古文書・古記録史料を中心

に、詳しく知るのではなく、確実にわかることを中心に論述する文

献学的な手法を中心としております。 

 第 3 回公開講座の発表では、私の新規の研究発表ではなく、アン

ケートで要望の多かった「徳川家康と増上寺」を拙著『観智国師存

応上人伝』（請求記号:188.4282-Z5）（平成 21 年、文化書院刊）を

参考にしながら紹介させていただきます。今回の引用史料は全て漢

文体ですが、平易な読み下し文にいたしました。さらに詳しく知り

たい方は、平成 11 年に増上寺が発表した『大本山増上寺史』2 巻

（請求記号:188.461-D18-1～2）『増上寺史料集』9 巻（請求記

号:188.461-Z5-1～9）『附巻、増上寺文化財目録』（請求記号:188.461-

Z5-B2）を御覧下さい。文化財目録は増上寺の現存資料を全て目録

化してあります。増上寺で図書館と同じように登録番号を申請すれ

ば、その原本を閲覧することができます。希望者はご利用下さい。

※三康図書館所蔵資料に請求記号を付与        (宇髙 良哲) 


